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質
問　

本
市
の
学
校
図
書
館
の

評
価
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
、
ま

た
、
そ
の
是
正
に
ど
の
よ
う
に
努

め
て
い
く
方
向
性
な
の
か
。

　

答
弁　

市
内
の
各
学
校
に
お
い

て
は
「
陸
前
高
田
市
小
中
学
校
図

書
館
実
務
編
」
と
図
書
教
育
指
導

員
の
巡
回
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

各
学
校
の
学
校
経
営
計
画
に
基
づ

き
、
学
校
図
書
館
を
運
営
し
、
評

価
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
学

校
の
評
価
は
、
読
書
活
動
な
ど
を

通
し
た
子
ど
も
の
姿
や
取
り
組
み

の
評
価
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
各
学
校

か
ら
報
告
さ
れ
る
学
校
経
営
計
画

の
評
価
の
確
認
や
図
書
教
育
指
導

員
が
指
導
・
助
言
し
た
図
書
の
更

新
や
蔵
書
構
成
、
蔵
書
冊
数
の
確

認
に
と
ど
ま
ら
ず
、
客
観
的
に
把

握
で
き
る
各
学
校
図
書
館
の
利
活

用
の
状
況
等
、
再
度
「
学
校
図
書

館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
評

に
お
い
て
、
相
談
員
の
問
題
整
理

能
力
、
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
等
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
。
今
後
も
研
修
等
へ
の
積
極

的
な
参
加
・
資
質
の
向
上
を
図
り
、

関
係
機
関
全
体
で
の
情
報
共
有
を

行
い
、
よ
り
質
の
高
い
相
談
支
援

体
制
を
構
築
す
る
。

学校図書館（気仙小学校）

価
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
た
い
。

　

質
問　

本
市
の
学
校
図
書
館
の

整
備
・
充
実
を
図
る
上
で
、「
学

校
図
書
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
適

正
に
機
能
し
て
い
る
か
、
ま
た
、

そ
の
分
析
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
「
学
校
図
書
館
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
は
、
平
成
28
年
11
月
に

文
部
科
学
省
か
ら
通
知
さ
れ
た
学

校
図
書
館
の
運
営
や
利
活
用
、
図

書
館
資
料
等
に
つ
い
て
学
校
図
書

館
の
望
ま
し
い
在
り
方
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
学
校
に
司
書
教
諭

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
本
市
で

は
、
図
書
教
育
指
導
員
が
学
校
を

巡
回
し
、
図
書
館
担
当
教
員
の
相

談
に
応
じ
、指
導
や
助
言
を
行
い
、

学
校
が
可
能
な
限
り
「
学
校
図
書

館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
近
付
く
よ

う
、
学
校
図
書
館
の
整
備
・
充
実

に
努
め
て
い
る
。

婦
人
相
談
員
設
置
事
業
は

　

質
問　

婦
人
相
談
員
に
関
す
る

課
題
は
。
ま
た
、
そ
れ
を
克
服
す

べ
く
今
後
の
事
業
を
ど
う
展
開
し

て
い
く
の
か
。

　

答
弁　

課
題
は
、
相
談
内
容
が

複
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
る
現
状

新市街地（市民文化会館と川原川）

畠山 恵美子
 （とうほく未来創生）

学
校
図
書
館
の
評
価
は

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く

９
年
間
で
何
が
大
事
だ
っ
た
か

　

全
て
が
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
だ
っ
た

　

質
問　

震
災
後
の
苦
労
の
中
に

す
で
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始

ま
っ
て
い
た
と
思
う
。
こ
の
９
年

間
で
何
が
大
事
だ
っ
た
の
か
。

　

質
問　

市
民
の
間
に
「
ハ
コ
モ

ノ
行
政
」「
維
持
費
で
財
政
破
た

ん
」等
の
誤
っ
た
話
が
流
れ
た
が
、

市
長
は
「
行
財
政
の
こ
と
が
見
え

　

答
弁　
か
さ
上
げ
さ
れ
た
中
心

市
街
地
で
は
多
く
の
事
業
者
が
再

建
を
果
た
し
、
市
立
図
書
館
や
ま

ち
の
縁
側
に
は
市
内
外
か
ら
幅
広

い
世
代
の
方
々
が
訪
れ
、
目
に
見

え
る
形
で
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
令
和
３
年
に

ワ
タ
ミ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
が

一
部
オ
ー
プ
ン
し
、
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
と
合
わ
せ
、
さ

ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
仮
設

住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
や
災
害
公

営
住
宅
等
へ
の
移
動
に
よ
り
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
た
方
へ

の
心
の
ケ
ア
が
ま
だ
ま
だ
必
要
と

感
じ
る
。

　

９
年
間
の
全
て
が
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
を

目
指
し
、「
誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
な
く
」
取
り
組
む
。

に
く
か
っ
た
」「
丁
寧
な
説
明
」

を
強
調
し
て
き
た
が
、
県
内
の
市

町
村
と
比
較
し
た
本
市
の
財
政
状

況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
市
の
平
成
30
年
度
決

算
は
一
般
会
計
で
実
質
収
支
が
約

21
億
円
で
あ
り
県
内
で
最
も
大
き

な
黒
字
で
あ
る
。
財
政
分
析
指
標

で
は
「
公
債
費
負
担
は
重
い
が
、

将
来
負
担
は
比
較
的
軽
い
状
況
」

で
あ
り
、
市
債
残
高
は
震
災
前
の

約
１
４
５
億
円
か
ら
減
少
を
続

け
、約
１
１
６
億
円
に
縮
減
し
た
。

防
災
を
学
ぶ
先
進
地
に

　

質
問　

防
災
と
減
災
を
学
ぶ
先

進
地
と
し
て
具
体
化
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
「
奇
跡
の
一
本
松
」「
タ

ピ
ッ
ク
45
」
等
の
震
災
遺
構
を
巡

る
コ
ー
ス
の
設
定
を
検
討
。ま
た
、

米
崎
町
神
田
仮
設
団
地
の
一
部
を

存
置
し
、
体
験
型
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
予
定
し
て
い
る
。

透
析
患
者
へ
の
支
援
は

　

質
問　

市
内
の
腎
臓
病
人
工
透

析
患
者
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

人
工
透
析
治
療
を
さ
れ

て
い
る
方
は
元
年
９
月
現
在
62
名

で
あ
る
。

　

質
問　

人
工
透
析
患
者
の
要
望

に
つ
い
て
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

医
療
・
福
祉
の
各
種
制

度
を
活
用
で
き
る
の
で
、
本
人
や

ご
家
族
が
来
所
さ
れ
た
時
に
寄
り

添
い
な
が
ら
窓
口
相
談
に
努
め
、

関
係
機
関
へ
適
切
に
つ
な
げ
る
。

藤倉 泰治
 （日本共産党）

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
大
坂

俊
委
員
長
、
委
員
17
人
）
は
、
３

月
６
日
、
議
場
に
て
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
対
策
全
般
に
係

る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

復
興
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
は
、福
田
議
長
を
講
師
と
し
て
、

当
局
資
料
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
の
取
り
組
み
状
況
」
に
よ

り
、
令
和
元
年
12
月
末
時
点
で
の

情
報
確
認
と
意
識
の
共
有
を
図
り

ま
し
た
。

　

応
急
仮
設
住
宅
等
で
は
、
１
３

０
世
帯
３
１
５
人
の
入
居
で
あ

り
、
住
宅
再
建
状
況
は
、
被
災
者

住
宅
再
建
支
援
金
受
給
世
帯
の

82
・
７
％
に
当
た
る
２
９
８
３
世

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
潮
堤
整
備
は
、
平
成
30
年
度

末
で
県
整
備
の
７
カ
所
、
市
整
備

の
２
カ
所
が
完
成
、
今
後
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
６
カ
所
、
令

和
２
年
度
３
カ
所
の
完
成
を
見
込

ん
で
お
り
、
残
り
１
年
余
り
と

な
っ
た
復
興
・
創
生
期
間
中
の
事

業
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
は
、

復
興
対
策
特
別
委
員
会

業
は
、
平
成
30
年
度
に
全
て
の
高

台
部
が
完
成
し
、
順
次
宅
地
が
引

き
渡
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
田
地

区
中
心
市
街
地
以
外
の
か
さ
上
げ

部
に
つ
い
て
は
、
造
成
工
事
を
令

和
２
年
度
中
の
完
成
と
見
据
え
て

お
り
、
完
成
と
並
行
し
て
順
次
引

き
渡
し
予
定
で
す
。

　

他
に
、
復
興
道
路
整
備
事
業
、

公
共
施
設
の
整
備
状
況
、
高
田
松

原
津
波
復
興
祈
念
公
園
の
概
要
及

び
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
高
田
地
区

中
心
市
街
地
の
形
成
な
ど
に
つ
い

て
、
確
認
及
び
情
報
の
共
有
を
図

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
委
員
会
で
は
復
興
計
画

の
検
証
を
見
据
え
て
お
り
、
現
状

を
把
握
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
に
30
団
地
全
て
の

造
成
工
事
が
完
了
し
、
４
９
０
戸

が
移
転
し
て
順
次
住
宅
再
建
が
進

行
し
て
い
ま
す
が
、
30
区
画
の
空

き
が
あ
り
、
移
転
再
募
集
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
は
、11
団
地（
総

戸
数
８
９
５
戸
）
全
て
の
建
設
が

完
了
、現
在
７
５
７
戸
が
入
居
し
、

入
居
率
84
・
６
％
（
目
的
外
入
居

を
含
む
）。

　

被
災
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事

復興の取り組み状況について情報共有

市
の
取
り
組
み
状
況
確
認

市
の
取
り
組
み
状
況
確
認


